
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝沢市の避難者世帯は、平成27年 6月末現在102世帯で、そのうち、28世帯が滝沢市に移

住再建し、31世帯がみなし仮設住宅に入居しています。 

みなし仮設住宅の多い川前地区では、滝沢市社協の生活支援相談員は、岩姫台集会所を会場に平

成24年９月から、毎月「岩姫台交流会」サロンを開催しています。みなし仮設住宅入居者の他、

川前地区に自宅を再建した方も参加しています。最近では、岩手県立大学の学生ボランティアも毎

回参加し、世代を超えた交流となっています。 

また、市社協では平成2４年3月から、毎年3回程度、市

全域の避難者を対象とした「避難者交流会」を開催していま

す。これに加えて、平成27年 4月から、毎月第1木曜日に

市全域を対象とした「若潮会サロン」が開催されることとな

りました。市内避難者全世帯に年間予定表を配布し、開催を

周知しています。 

避難した当初

は同じ「被災者」という枠でいた方々が、「移住再建

した方」と「みなし仮設住宅に住んでいる方」では気

持ちに違いが生じ始め、「避難者交流会」でも、徐々

にみなし仮設住宅に住んでいる方の参加が少なくなり

ました。 

そのような状況の中、少しでも多くのみなし仮設住

宅の住民が参加しやすいようにと考え、今年6月に行

った「北上市へのお楽しみバスツアー」では、みなし

仮設住宅となっている雇用促進住宅の近くまでバスの

送迎をし、いつもよりたくさんの方が参加しました。 

今後も、「避難者交流会」や市全域を対象とした「若

潮会サロン」に、多くの住民が参加できるよう滝沢市

社協の生活支援相談員は支援を続けています。 

 

～サロン開催を応援～  ◆ 滝沢市社協の生活支援相談員 ◆ 



 

花巻市の避難者は、平成27年6月末現在206

世帯で、そのうち76世帯が花巻市に移住再建し

ました。 

 花巻市社協は、平成25年 6月から3名の生活

支援相談員を配置し、見守り活動や相談対応など

の避難者支援を行っています。今年度は、サロン

活動を重視することとし、7月23日（木）、生

活支援相談員３名が中心となり、釜石市出身者を

対象とした第1回目のサロン「はまゆり会」を開

催しました。 

 集まった参加者は、「はじめまして」と緊張し

た様子でしたが、同じ釜石市出身者なので、すぐ

に緊張はほぐれた様子でした。 

 今回の集まりをきっかけに、今後も継続して集

まりたいとの要望があり、会の終わりには参加者

の中からお世話係を決め、次回（9月開催予定）

からは、お世話係と生活支援相談員が一緒に準備

等を行うこととなりました。 

 

今回は、参加者から、お茶菓子代、お弁当代として300

円の参加費を徴収し、その他の運営費は花巻市社協が負

担しました。今後は、住民主体で毎月定期的に開催する

際は、市社協から運営費として1,500円が助成される

ことになっています。 

サロンのお世話係を中心とし、さらに参加者が増え、

交流の輪が広がるよう声をかけながら、徐々に住民が自

主的に開催できるよう生活支援相談員が支援していきま

す。 

 

 

 

 

～住民主体の開催を見据えて～ ◆ 花巻市社協の生活支援相談員 ◆

し◆  

こちらのお弁当屋さんでは、自分で

好きな分だけご飯をよそうことが

できます。 

 お世話係を決め、次回の日程を決めました。 


